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＜第 1期＞ 

施策・事業検討に 

当たっての視点 

①実効性・直接性 

②地域性・連携体制 

③目標設定・検証 

④継続性・自立性、民間ノウハウ 

   

基本目標  施策の概要 

１．新たな産業や安定した雇用を創出 

する 

 （１）産業・雇用の創出 

 （２）中心市街地の活性化 

２．新たな人の流れをつくる 

 （１）人材の育成・確保 

 （２）新たな観光資源の創出 

 （３）移住・定住の促進 

３．若い世代の結婚・出産・子育ての 

希望をかなえる 

 （１）待機児童の解消 

 （２）子育て家庭の多様なニーズに応じた支

援の充実 

 （３）若い世代の出会いの場の創出 

４．交流の促進 自然環境の保全 

 （１）ふるさと納税の推進 

 （２）国内外の他地域との交流促進 

 （３）自然環境の保全・活用 

 

＜第 2期＞ 

基本目標設定の 

視点 

①実効性 

②実現性 

③検証可能 

④共感性 

主な施策設定

の視点 

①実効性 

②実行・継続性 

③検証可能 

    

基本目標  主な施策 キーワード 

１．新たな産業や稼ぐ
産業をつくるととも
に、「安心して働ける」
まち 

 （１）地域の強み・特色・地の利を活

かした産業の振興 
観光が地域経済を牽引 

 （２）更なる稼げる農林水産業の振興 加工品、通販、特産品、土産品、
拠点産地作物 

 （３）多彩な人材の受入・育成 資格取得支援、障がい者雇用、外
国語ｽﾋﾟｰｶｰ 

 （４）多様な働き方の促進と環境整

備（働き方改革） 
ﾜｰｹｰｼｮﾝ、ﾃﾚﾜｰｸ、ﾀﾞﾌﾞﾙﾜｰｸ 

 （５）新しい観光コンテンツの創出 with ｺﾛﾅ、ﾜｰｹｰｼｮﾝ、ｺﾞﾙﾌ場、修学
旅行、量から質へ、体験型ﾂｱｰ 

２．豊かな自然や文化
を守り、ひとが包み込
むまち、「ここで暮ら
したいと実感できる」
まち 

 （１）自然環境の保全と適切な利活用 
ｴｺﾂｱｰ、利用ﾙｰﾙ、ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ、漂着
ｺﾞﾐ、環境教育 

 （２）文化・芸能の振興 地域行事、織物、工芸品、料理 

 （３）移住・定住の促進 移住相談、移住者ｻﾎﾟｰﾄ 

 （４）関係人口・交流人口の拡大 
郷友会、ｲﾍﾞﾝﾄ、(関→出身者、転
勤(赴任)者)、(交→旅行・出張者) 

３．結婚・出産・子育
ての希望をかなえ、
「安心して子育てが
できる」まち 

 （１）結婚・出産の支援の充実 新婚応援助成、婚活 

 （２）子育てｾｰﾌﾃｨｰﾈｯﾄの充実 安心 

 （３）子育てと仕事が両立できる環

境整備 

男性育児休暇、女性活躍、保育士
資格取得支援、待機児童解消 

 （４）離婚防止対策の充実  

４．横断的目標 
新しい時代の流れを
取り入れた「持続可能
な」まち 

 （１）SDGs の推進 SDGs 未来都市、自治体ﾓﾃﾞﾙ事業 

 （２）デジタル化と Society 5.0 の

推進 

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ、電子申請、電子決
済、AI、自動運転、5G、RESAS 

 （３）感染症・災害等に強い社会基盤

強化 

ｳｨｽﾞｺﾛﾅ・ｱﾌﾀｰｺﾛﾅ、地震、津波、
台風、大雨、避難所、多言語案内 

 （４）企業版ふるさと納税の活用   

 （５）未来を担う若者への投資（人材

育成） 
公営塾、資格取得支援、 

※黄色蛍光ペン…新たな視点・観点  緑色蛍光ペン…記載場所変更 

 

■石垣市における人口に関する課題（人口ビジョンより） 

・自然増減・社会増減の両面で、第 1期時の施策を継続して行う他、新たな課題に対応した取り組

みを連携して行うことが重要 

・自然増減では、市民の出産に関する希望を叶え、安心して出産・子育てできる環境づくりが重要 

・社会増減では、高校卒業時の進学等に伴う流出超過を抑制するとともに、流出した場合に再び石

垣市に戻ってくるような取り組み（Uターンの推進）が重要 

・また、石垣市のコアなファンを獲得し（関係人口の増加）、移住の促進、さらに、移住の定着を促

進することが重要 

・新型コロナウィルスによる影響に注意しつつ、各種産業の再興を図るとともに、社会変化（テレ

ワークの推進等）に対応した取り組みが重要 

・SDGｓ等新たな時代の流れを力に変えながら、各種施策を横断的に推進していくことが重要 

 

変更の観点 

石垣市_総合戦略（基本目標～施策の概要） 骨子案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地方とのつながり（関係人口）」

の観点の追加 

変化 予想される将来 
今後の都市づくりの 

方向性 
総合戦略への位置づけ 

「稼げる地域」・「安心して働ける

環境」の観点の追加 

前回計画の施策の概要から削除したものについて 

・「産業・雇用の創出」…基本目標①にそれぞれ記載  ・「中心市街地の活性化」…「関係人口～」に記載 

・「待機児童～」「子育て家庭～」「若い世代～」…基本目標③にそれぞれ記載 

・「ふるさと納税」…「企業版ふるさと納税」に記載  ・「国内外の他地域との交流促進」…「関係人口～」に記載 

赤字は前回からの修正点 

観光客の大幅減 

テレワークの進展 

多くのものが 

オンラインに代替 

観光業の厳しい 

経営状況・衰退 

 

観光従事者の転出 

（人口の社会減） 

働く場所に 

とらわれない生活 

人の移動は真に必要なも

のに限定 

新しい生活様式に対応し

た観光業の振興 

 

観光のみに頼った都市経

営から、様々な分野で稼

ぐことのできる都市へ 

石垣市から転出しなくて

も仕事のできる環境づく

り 

ワーケーションの受入 

オンラインで 

代替できない本物の 

「石垣」づくり 

石垣の強みを活かした 

産業振興 

 

稼げる農林水産業 

移住者の獲得から 

定住者の獲得 

IT 環境の向上 

ワーケーションの 

積極受入など 

関係人口の拡大 

オンラインで代替できな

い、独自で魅力的な文

化・風景・人・場の深化 

横断的な目標の追加 

①新しい時代の流れ（society5.0・ 

SDGｓ等）を力にする 

②ウィズコロナ・災害対策 

資料 ２ 


